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1. はじめに 

  本資料は水力学的動荷重のうち蒸気凝縮振動荷重（以下「CO荷重」という。），チャギング荷重

（以下「CH荷重」という。），逃がし安全弁による気泡振動荷重（以下「SRV動荷重」という。）に

ついて，その原子炉格納容器内分布を説明する資料である。 

  重大事故等時においては，サプレッションプール水位の上昇による影響を考慮し，異なる分布

を設定していることから，設計基準事故時及び重大事故等時それぞれについて説明する。 

本資料が関連する設工認図書は以下のとおり。 

・Ⅵ-2-9-2「原子炉格納容器の耐震性についての計算書」 

・Ⅵ-2-9-4「圧力低減設備その他の安全設備の耐震性についての計算書」 

・Ⅵ-3-3-6-1「原子炉格納容器の強度計算書」 

・Ⅵ-3-3-6-2「圧力低減設備その他の安全設備の強度計算書」 

 

2. 設計基準事故時の動荷重について 

  設計基準事故時の動荷重分布については，既工認と同様に次のような分布で設定する。 

 

2.1 CH荷重 

設計基準事故時の CH 荷重の分布は水平ベント確証試験の結果に基づき，図 1 のように設定

する。 

 

 

 

注：図中の数値はⅥ-1-8-1「原子炉格納施設の設計条件に関する説明書」に定める，設計荷重

値に対する比を示す。 

図 1 設計基準事故時における CH荷重の分布  
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2.2 CO荷重 

設計基準事故時の CO 荷重の分布は水平ベント確証試験の結果に基づき，図 2 のように設定

する。 

 

 

 

 

注：図中の数値はⅥ-1-8-1「原子炉格納施設の設計条件に関する説明書」に定める，設計荷重

値に対する比を示す。 

図 2 設計基準事故時における CO荷重の分布 
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2.3 SRV動荷重 

設計基準事故時の SRV動荷重については，東海第二発電所における実機試験の結果を包絡す

るように，図 3のように設定する。 

 

 

 

注：図中の数値はⅥ-1-8-1「原子炉格納施設の設計条件に関する説明書」に定める，設計荷重

値に対する比を示す。 

図 3 設計基準事故時における SRV動荷重の分布 
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3. 重大事故等時の動荷重について 

  重大事故等時の動荷重分布については，設計基準事故時における考え方を拡張し，重大事故等

時に想定する水位に対して，次のような分布で設定する。 

 

3.1 CH荷重 

重大事故等時の CH荷重の分布は図 4のように設定する。 

 

 

 

注：図中の数値はⅥ-1-8-1「原子炉格納施設の設計条件に関する説明書」に定める，設計荷重

値に対する比を示す。 

図 4 重大事故等時における CH荷重の分布 
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3.2 CO荷重 

重大事故等時の CO荷重の分布は図 5のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

注：図中の数値はⅥ-1-8-1「原子炉格納施設の設計条件に関する説明書」に定める，設計荷重

値に対する比を示す。 

図 5 重大事故等時における CO荷重の分布 
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3.3 SRV動荷重 

重大事故等時の SRV動荷重の分布は図 6のように設定する。 

 

 

 

 

 

注：図中の数値はⅥ-1-8-1「原子炉格納施設の設計条件に関する説明書」に定める，設計荷重

値に対する比を示す。 

図 6 重大事故等時における SRV動荷重の分布 

 

  

 

 




